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加藤雅久│Masahisa Kato 
居住技術研究所｜20期｜愛知在住

■『リグ・ヴェーダ讃歌』辻 直四郎 訳 （岩波文庫、1970）
■『パピエ・コレ１号 特集＝ナチズム』
 （パピエ・コレ オフィス、1982）
■『建築文化 1984年10月号 特集＝脱構築のテクノロジー学』
 （彰国社、1984）
■『生命系の経済学』
 ポール・エキンズ編（お茶の水書房、1987）

ム サビ生の頃を振り返ってしみじみ思うのは、

考える時間がたくさんあるって素晴らしいと

いうことだ。

知とは何か。「そのとき、無もなかりき、有もなかり

き」。3000年語り継がれた『リグ・ヴェーダ讃歌』の
「宇宙開闢の歌」の一節に、人類の知は徐々に近

づいている。膨大な時間と予算と技術を費やして。

この世には、未証明の予見や技術が溢れているから

面白い。ローマン・コンクリートもその一つ。人間って

すごいな。

美とは何か。『特集＝ナチズム』には、権力が美を求

め、美が権力に阿るときの、到底抗えない魅力と恐

怖を、『脱構築のテクノロジー学』には、快楽装置と

しての造形をまざまざと見せつけられた。美は私たち

の大脳皮質を飛び越えて反応系に直接働き、肉体

を操作する。思考なき動作による強烈な多幸感。

美って危ない。でも描いちゃう。それが美。

最適とは何か。「適正規模の経済」を唱えたE .
F.シューマッハー。『生命系の経済学』は、彼の急逝
から8年後と9年後に開催されたT h e  O t h e r 
Economics Summitの成果に基づくニュー・エコ
ノミクスの最初の集大成である。オリンピックにかこ

つけた再開発が進む今、本書を再び紐解きたい。

既に老子が「知足者富」と言っているけど、納得す

るって大変。

林 英理子│Eriko Hayashi
リュースニング｜27期｜東京在住

■『都市のイメージ』ケビン・リンチ（岩波書店、1968）
■『建築家なしの建築』
 バーナード・ルドルフスキー（鹿島出版会、1984）
■『Gardens Are For People』
 トーマス・D・チャーチ,グレース・ホール, マイケル・ローリー
 （University of California Press、1955）
■『空地の思想』大谷幸夫（北斗出版、1979）

学 生時代の本棚は暗中模索な自分に出会う

ようで、気恥ずかしくも懐かしい。本との出会

い、人との出会いが今の自分を作っているとも言え

るだろう。ムサビへの入学を機に、生まれ育った岡山

を離れ、東京での暮らしが始まった。岡山の生活で

は自分のいる場所と頭の中の地図は一致していた

が、東京では１年、２年、３年と過ぎても“私の東京
地図”を完成させるにはとても巨大かつ複雑で、私
の行動範囲は狭すぎた。その違和感は大きかった

ように思う。と同時に大学の課題を通してその巨大

都市東京と向き合わなければならず、その手掛かり

を求めて読んだ本が心に残っている。

その後、ヨーロッパの小都市、コペンハーゲンでランド

スケープデザインの仕事に携わるようになるが、そこで

の生活では東京で感じた違和感はなく、生活空間

をつくる仕事の喜びや楽しさを実感する事となった。

初めての仕事で余裕なく働きすぎだった私にある

日、働いた最初の事務所のボスJeppe Aagaard 
Andersenから、「この仕事は楽しいが、時間がかか
る。オン・オフを大切に。ゆっくり、じっくりやれよ」と

いうアドバイスをもらった。その事務所を退社する時

の彼からのプレゼント『gardens are for people』
は、人生を楽しむための庭の本だと思う。手に取る

時、ボスの顔が一緒に浮かぶ。『空地の思想』には

「総合性を回復する事」─そのための「統合の座と

しての空地の重要性」について書かれているが、私

にとっては東京を離れ、ある意味 “空地”であるデン
マークに身を置く必要があったのかもしれない。

尾内志帆│Shiho Onai
『住まいマガジン びお』編集長｜39期｜静岡在住

■『ヨーロッパ建築案内 3』淵上正幸（TOTO出版、2001）
■『みっともない人体』
 バーナード・ルドルフスキー（鹿島出版会、1979）

こ の企画を私が考えた時、「建築」という括弧

付の建築に可能性を感じ、その広がりを少し

でも表現したいという純粋な想いがあったのだろう。

ただ、いざ自分がお題に向き合ってみると、なかなか

難しい。

私のムサビ時代は、とにかく「書を捨てよ、町へ出よ

う」の精神で、新潟市の岩室温泉（当時は西蒲原

郡）でのアートイベント「アートサイト岩室温泉」の企

画運営をはじめ、都内のさまざまなイベント運営に

インターンとしてかかわりながら、社会の中で自分

の出来ることや居場所を見つけようと奔走してい

た。その時すでに狭義の建築に対する志は薄く、

漠然と「建築」を目指していた。

そんな向こう見ずな私を支えてくれた本が、かろうじ

て2冊ある。一つは『ヨーロッパ建築案内3』、もうひ
とつは『みっともない人体』だ。前者は、初めての海

外旅行で携帯した命綱のようなガイドブック。後者

は、先輩を通じて出会ったアーティスト、野老朝雄さ

んから教えてもらった本。どちらも私を知らない世

界へと連れて行ってくれた。出かけた先にある出会

いが何よりもの学びだった。

その後、ムサビを卒業して10年以上が経った今、「書
を持って街へ出よう」が私の信念だ。今更ながら建

築系の本を読むことも多い。「私の建築」は、未だ

建設中である。

木村恒介│Kohsuke Kimura
美術作家｜40期│ドイツ在住

■『アースダイバー』中沢新一（講談社、2005）
■『言葉と物 人文科学の考古学』
 ミシェル・フーコー（新潮社、1974）

私 は現在、美術作家としてドイツで活動してい

る。絵画や写真、立体作品などジャンルに拘

らず、自分が見たいと思うイメージを追いかけながら

作品を制作している過程で、色 と々言葉につまずく

事がある。頭では分かっているのに言葉では上手く

表現できないという様な……。私にとって本は、その

ような時に“言葉”としての手がかり、もしくは何か新
しい感覚に触れるための“きっかけ”を与えてくれるも
のである。もちろん自分自身の中から言葉を絞り出

す事もあるが、こと“美術”の作品概念はそうした自
己的なモノではなく、ある程度の社会性をもつこと

で成立するものだと思うので、本から言葉を借りる

ことが多い。また、そうする事で、思考がより明快に

なる感覚があり、さらには偶然新しい考えに出会う

楽しみもある。

ここで挙げた本は、私に明快な“言葉”と大きな“きっ
かけ”を与えてくれた本だ。『アースダイバー』に書かれ
ている「現代の景色に異なる時間概念を重ね合わ

せて見ることで、それらに新たな意味が生まれる」と

いうような感覚は、当時の私にとってはすごく刺激

的で、日常的な景色を見るという事がとても楽しく

なったのを覚えている。また『言葉と物』に書かれて

いる「本来存在から生まれた言語が、言語という概

念が出来た事で逆に存在のないものを生み出した」

という考え方は、今も私の制作活動に大きな影響

を与えている。私は美術において“何か”を表現する
という事は、自分の思考を形にする行為であると思っ

ている。自分の思考とは、これまでに得てきたたくさ

んの“言葉”や“きっかけ”によって紡がれてきたモノ
であり、これからもその漠然とした“何か”と向き合い
ながら制作が続けられたらと思う。

大島芳彦│Yoshihiko Oshima
ブルースタジオ｜27期｜東京在住

■『建築家なしの建築』
 バーナード・ルドルフスキー（鹿島出版会、1984）
■『街並みの美学』芦原義信（岩波書店、1979）
■『アースダイバー』中沢新一（講談社、2005）

こ の3冊の書籍は僕に「建築を学ぶ」というこ
との懐の深さ、楽しさを教えてくれた。建築と

は手のひらの上で捏ね上げられるものではなく、「敷

地」という無味乾燥な言葉の上に建ち上がるもので

もない。美大生として建築家の造形的な作家性に

憧れていた頃の僕は、『建築家なしの建築』に出会っ

て、1人の人間が考えうる造形的な発想など実はちっ
ぽけなもので、先人たちの日々の営みによって無作

為に形づくられた空間や形態が圧倒的な感動を僕

らに与えてくれることに気づき、それをきっかけに世

界中の日常の生活環境に関心を持つようになった。

『街並みの美学』は、建築という存在の本質が実は

形態よりもその内と外の境界にあり、その境界に繰

り広げられるアクティビティが街並みという生きた社

会環境をつくり出すことを教えてくれ、それを知った

僕は今に至るまでまち歩きが大好きだ。後に出会う

『アースダイバー』はさらに過去に遡る先史時代の

人々の営みが、自分たちの生活環境の中に当たり前

のように息づいている事を教えてくれた。3冊の書籍
はどれも一様に若き日の僕が考えていた「建築」の

範疇を爆発的に拡大させることになった、かけがえ

のない書籍たちだ。

深川 優│Yu Fukagawa
イラストレーター｜44期｜東京在住

■『小さな風景からの学び』
 乾久美子＋東京藝術大学乾久美子研究室
 （TOTO出版、2014）
■『ドミトリーともきんす』高野文子（中央公論新社、2014）
■『ヒア』 リチャード・マグワイア（国書刊行会、2016）
■『文体練習』レーモン・クノー（朝日出版社、1996）

イ ラストを描きながら「ストレンジャーシングス」を

観ている。同作品は、表の世界と怪物のいる

裏の世界がつながってしまう物語。普段ついつい忙

しさにかまけて頭が凝り固まってしまって同じ景色

ばかりを追ってしまうが、頭を柔らかくほぐして「スト

レンジャーシングス」のように裏の世界が見えるように

なったらいいなと思う。

今回紹介する4冊は、物事を違う角度で見るという
ことを意識させてくれる本たちだ。イラストレーターと

いう仕事は自分自身がすごく反映される。youtube
を見ている時間も携帯電話を触っている時間も公

園を散歩している時間も、全てが蓄積され個性と

なって良し悪しに関わらず線に現れる。故に、より魅

力的なイラストを描くには、普段何を見て、何に興味

を持って、何を考えているかを見つめ直さないといけ

ない。そして違う視点を持つことを訓練しなければな

らない。設計にも同じことが言えると思う。

学生の頃、やたらと手描きの図面にこだわっていた

が、いくら表面を整えたところで普段五感で触れて

いるものが面白くないとつくったものは魅力的には

ならない。設計をする、イラストを描く、その前の段

階でそういった目を養えば、より良いものが創造で

きるのではないだろうか。無意識にそういう視点を

持てた時、裏の世界も見ることができる気がする。

日々鍛錬だ。

藤原麻未│Asami Fujiwara
studio-L、東北芸術工科大学｜46期｜山形在住

■『コミュニティデザインー人がつながるしくみをつくる』
 山崎 亮（学芸出版社、2011）
■『いま都市をつくる仕事 未来を拓くもうひとつの関わり方』
 日本都市計画学会関西支部 
 次世代の「都市をつくる仕事」研究会（学芸出版社、2011）

ム サビ時代、建築からコミュニティデザインへと

転身を決意したきっかけとなった本を紹介し

たい。まずはコミュニティデザインに興味をもつきっか

けとなった、山崎亮氏の著書『コミュニティデザイン

─人がつながるしくみをつくる』である。ランドスケー

プアーキテクトだった山崎氏は無縁社会化によって

生じる社会問題に対し、建築やランドスケープでは

解決できない部分があると感じ、人のつながりをつく

る仕事に携わるようになった経緯が書かれている。

この本に出会った時、直感で「これだ！」と思った。

なぜなら、私は「設計から建築家と利用者をつなぐ

ことで、地域に根付いた建築をつくることができな

いか？」と模索していた時だったからだ。

そして、その直感が確信へと変わったきっかけが『い

ま都市をつくる仕事』である。都市における課題に

対して、多様なアプローチが紹介されている。私は

この本を片手に、実際にいくつかの事例を見に行っ

た。活動している人々に出会い、コミュニティデザイ

ンの必要性を肌で感じた。

これまで関わってきたコミュニティデザインのプロジェ

クトに「新病院づくり」がある。建築家と病院職員を

つなぎ、新病院のコンセプトやレイアウトについて話

し合う場をデザインした。このプロジェクトを通して、

「設計に利用者が関わってできた建築や空間は、利

用者の活力や期待感をより向上させる」と実感した。

今後も、今以上に建築と人をつなぐ人材が求められ

ると考えている。この２冊の本をきっかけにコミュニ

ティデザインに興味をもつ人が増えたら嬉しい。
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江戸時代、不動産管理やまちのエリアマネジメントな

どをしていた「家守（やもり）」。その現代版となる、リ

ノベーションを基軸としたまちづくりに取り組む家守

会社を設立された経緯を教えていただけますか？

　大学卒業後、約5年ほど建築設計事務所に勤め
ていました。それで独立を考え始めて、そろそろ個人

の実績もほしいなと思い、住総研主催のリノベーショ

ンコンペに参加したのが全ての始まりですね。2LDK
の団地をリノベーションするという課題で、僕らは

2LDKを3LDKにしシェアハウスにして住むという提
案をしたんですが、「シェア」という形態を募集の対象

外にさせていただきたいという連絡をいただきました。

納得がいかなかったので、主催者に提案主旨と熱い

思いを記したメールを送ったところ、2次審査に進ん
で、審査員に向けてプレゼンをすることになりました。

それで、審査員にいた大家さんで有名な青木純さん

が面白がってくれて、特別賞を受賞しました。その後、

青木さんが管理するロイヤルアネックスという物件を

紹介してもらい、その1室をセルフリノベーションさせて
もらうことになったんです。

賃貸だと両隣にどんな人が住んでいるか知らないな

んていう話をよく耳にしますが、青木さんが管理する

賃貸はそれとは真逆の世界なんですよね？

　まさに！ ロイヤルアネックスは全員が知り合いみた
いな感じですね。そのコミュニティに入った途端、青

木さんが家庭訪問をしながら入居者を紹介しつつ、

各部屋のリノベーションを見学させてくださって。ほか

にも、初日に自分の部屋を工事していたら下の階の

人が「工事してるの？ うちに泊まっていけば？」って
言ってくれて、初日から初めて出会った人の家に宿泊

することになったりして、普通のマンションでは考えら

れないことの連続で衝撃を受けました。しかも下の

階の人がリノベーションスクール（＊）＠豊島区に参加

していて、そのときの講師が青木さんで。ひょんなこ

とから「見学者」という肩書きで僕も飛び入り参加

することになったんです。その中で青木さんが言って

いた「人が主役で住んでいる家があって、家がどこに

あるのって言ったら町にあるんだから、町に住むこと

を考えないといけないんだよ」って言葉が印象的で、

そこから自分も、家の空間から町に対してどうやって

人が住むかっていうところに視点がシフトしていきま

した。

　今振り返ってみても、ロイヤルアネックスでの暮らし

は本当に大きな影響だったと思います。ロイヤルアネッ

クスでは、住人同士で一緒に流しそうめんなどをやっ

たり、自宅をDIYしていると他の住人が見にきて「う
ちも直して欲しいんだけど」ってなって、ドアの施工を

したり、家具の設計とか取り付けをしたりして、いつ

の間にか僕はマンション内の工務店みたいになって

いました。

それはお駄賃をもらってやるんですか？

　ケースバイケースですね。実際にそれがきっかけで

仕事をもらったりとかもしていて。「友達がお店を出

そうとしているんだけど、設計してみない？」っていう

話をもらったこともあって、その中で独立の道が鮮明

になっていきましたね。それと同時に、今度は見学者

ではなく、参加者としてリノベーションスクール＠都

電・東京に参加して、最終プレゼンの時に300人超
の観衆の前で、赤羽岩淵で家守（会社）としてエリ

アマネジメントしていくことを宣言しちゃって（笑）。そ

の流れで、株式会社岩淵家守舎を設立しました。

勢いがありますね（笑）。具体的に、家守会社とはど

ういったもので、何をしているのでしょうか？

　私見ですが、生活してる人たちの目線でまちづくり

をするのが家守会社だと思っています。自分たちが

そのエリアに住み、その中でどういう豊かな暮らしが

したいか（出来るか）を探り、実行したり、働きかけた

りしていく。その積み重ねでエリアの価値を向上させ

て、まちの活気をつくっていくのが僕（家守）の仕事

だと考えています。今は、長期的な計画の第一段階

として、住居、シェアキッチン、コワーキングスペースを

兼ね備えた住宅群「co-toiro」を作りました。自分
がいいなと思ったロイヤルアネックスのコミュニティは

マンション内のもの。それをまちに─平面に点在

させていって、“まち全体が家族”になったらいいなと
いう思いがあって、それを実現させるために日々楽し

く奮闘しています。

「co-toiro」の手応えはどうですか？

　建物自体が特徴的なのもあってか、竣工前から近

隣住民からは「ここに何が出来るの？」という興味は

持ってもらえました。特にシェアキッチンという空間が

出来るというのはとても好評でしたね。実際、オープ

ンしてからも子連れのお母さんたちが利用するなどし

て、今までの赤羽岩淵になかった賑わいの光景が生

まれているということに確かな手応えを感じています。

今後の展開があれば教えてください。

　次の展開としては、「co-toiro」周辺には飲食店が
ないので、賛同してくれる仲間を募りながら、飲食店

の誘致などを行なっていくほか、赤羽岩淵の歴史や

文化体験を織り交ぜた簡易民泊やツーリズムなども

展開していこうと考えています。また、数分歩けば隅

田川・荒川の土手に出れる立地なので、水辺のポテ

ンシャルを活かしたエリアマネジメントも画策中です！

＊遊休不動産などの再生を通じて、まちでの新しいビジネスを生み出
しエリアを再生する実践的なまちづくりのプログラム。

4月22日｜フォルマフォロ・セミナー第13回 「まちの使いこなし方
 をデザインする─リノベーションという手法」

大島芳彦 ［27期］/ブルースタジオ 専務取締役
対談：小津誠一 ［23期］/有限会社E.N.N. 代表
司会進行：鈴木 明 ［10期］/武蔵野美術大学教授

リノベーションという手法を用いた建物の再生やまちづくりで活躍する

大島芳彦さんを招き、豊富な事例をデータと共に紹介していただきま

した。また、後半では、日月会新会長の小津誠一さんと対談を開催。

大学時代から親交のあるお二人による、学生時代から現在に至るま

でのさまざまなお話などが繰り広げられました。

7月8日｜日月会建築賞
太陽賞：「ART SQUARE」 松下峰大
満月賞：「Fragmental nostalgia」 ドロテア・ブランク
三日月賞：「TUTUTU」 渡辺大輝
新月賞：「Formed from Form」 磯野 信
七夕賞：「・・・」 渡邉昌平

審査委員長：中村文美 ［32期］/もば建築文化研究所 副代表、ほか
審査委員：

迎川利夫 ［10期］/相羽建設株式会社 常務取締役
遠藤治郎 ［24期］/フェスティバルデザイナー
小澤祐二 ［40期］/ピークスタジオ一級建築士事務所 共同代表
佐藤仁美 ［46期］/アーティスト

10月7日｜日月会 夜塾
「夜塾 Vol.0」
これまで芸術祭期間に開催していた「ホームカミングデイ」に代わり、日

月会の新企画、「日月会夜塾」が始動。卒業生や学生がフラットな目

線で車座となり、食事やお酒を交えながら、建築をはじめとした、仕事

や暮らしなど、多岐にわたる話題を語り合う場として企画されました。

初回は、プレイベントとして「夜塾 Vol.0」と題し、日月会新会長の小
津誠一さんの東京オフィスRENNbldg.にて開催。建築設計のほか、
飲食や不動産にも関わり、東京と金沢という2つの都市の拠点を行き
来して活動されている小津誠一さんに話題を提供いただき、熱い議論

が企画タイトルの通り夜遅くまで交わされました。

ほしい暮らしは
自分たちの手でつくる。

よそ者の視点から
魅力的な地域の在り方を探る。

織戸龍也│Tatsuya Orito
暮らし探求家/コミュニティマネージャー
2011年武蔵野美術大学建築学科卒業。建築設計事務所
などを経て、現在は株式会社岩淵家守舎  代表取締役。
Oriage（オリアージュ）代表。自らまちづくりの舞台に立ち、
「まちが家族のように」をスローガンに東京都北区岩淵町で

住民主体のまちづくりを実践すると共に、店舗や住宅の設

計・リノベーションなどを行う。そのほか、「グリーンズピープルサ

ミット」、「働き方見本市U30」への登壇をはじめ、「頂点クリ
エイティブコンペティション」の審査員を務めるなど、幅広い活

動を展開。

「co-toiro」シェアキッチン＆コワーキング
http://www.cotoiro.com/

　ムサビ在学中に参加した「アートサイト八郷」をきっ

かけに、私と茨城県石岡市との関係が始まりました。

初めは出展作家として参加。その後同イベントの代

表に就任し、卒業制作も石岡市で制作しました。大

学卒業後は大阪の大学院に進学。うっすらと石岡

市で働くことを考えていた矢先、同市で地域おこし

協力隊の募集が始まり、ムサビの同期4人で応募し、
「観光交流」「中心市街地活性化」「移住定住」「農

林業」の各分野で採用していただきました。

　石岡市の地域おこし協力隊は、活動の詳細な内

容から提案することが出来るので、自分たちが常々

考えていたことを実現できるチャンスだと感じました。

その1つが、石岡市に現存する“看板建築群の活
用”です。現在はその多くがシャッターを下ろしてしまっ
ているものの、よそから来た自分たちにとっては、まと

まって看板建築が残っている光景は大変貴重なも

のに感じられました。

　一方で、地元の人たちに話を聞いてみると、看板

建築への関心はそれ程高くないことも分かりました。

そこで、看板建築の空間利用を始める前に、まずは

地元の人たちに看板建築をより身近な魅力ある資

源として再認識してもらうため、「マイ看板建築トート

バッグを作ろう」というワークショップを企画しました。

同イベントは、地元石岡の看板建築の一部をスタン

プにして、それを組み合わせてトートバッグに押し、自

分だけの看板建築トートバッグを作るというもの。地

元商店街のお祭りに合わせてブースを出展し、延べ

100人以上の地元のお客さんにオリジナルのトート
バッグを作ってもらいました。

　ワークショップを通じて、看板建築の商店主の方々

ともお話しする機会に恵まれ、その中で看板建築が

石岡市のハード面の魅力として十分誇れるものであ

井上 岳│Inoue Gaku
茨城県石岡市 地域おこし協力隊
1991年名古屋市生まれ。2014年武蔵野美術大学建築
学科卒業。在学中より武蔵野美術大学学生有志のアート

イベント「アートサイト八郷」の代表を務め、石岡市と交流を

深める。大阪市立大学大学院を修了後、2017年６月より
茨城県石岡市地域おこし協力隊に着任。
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　日月会会員の皆様におかれましては、それぞれのフィールド

で益々ご活躍の事を拝察いたします。酒向前会長より推挙い

ただき執行部会の承認を経て、昨年4月から日月会の会長を
務めさせていただくこととなった第23期卒業の小津誠一です。
私の活動については、本誌Vol.17のTOPICSのコーナーで掲
載させていただいているのでここでは割愛しますが、現在は石

川県金沢市を拠点に置きながら各地で建築設計やまちづくり

などに携わっています。ムサビ建築学科を卒業した3,500名を
超える日月会会員は海外を含む各地で活動されており、本会

においても全国型の同窓会として活動の幅を拡げるべく拝命

いただきました。

　酒向前会長をはじめ、代々の会長、執行部会が築かれてこ

られた日月会の理念や各事業を引き継ぎつつ、新執行部会メ

ンバーと共に、日月会の更なる発展のために微力ながら尽力す

る所存でございます。皆様のご支援、ご協力と積極的な参加を

お願い申し上げます。 

　さて、昨年の日月会では、建築リノベーションの第一人者でも

ある大島芳彦さん（27期）に登壇いただいたフォルマフォロセミ
ナー、中村文美さん（32期）をはじめとした日月会会員5名の
審査員を招いて開催した日月会建築賞、第二回長尾重武賞

も昨年末に受賞作品が選定されました。その他、校友会総会

行事への参加、進路相談会、ほぼ月例の執行部会なども滞り

なく開催いたしました。

　また、新たな企画として日月会夜塾を開催。卒業生会員や

現役学生が、建築や仕事のことなどを本音で語り合う場として

企画しました。今回は第0回として、私自身の地方を拠点とし
た仕事やムサ美卒業後の経緯などをお話しさせていただき、現

役学生を含む約20名が語り合う有意義な機会となりました。
　今年もこれらの各事業活動を行いながら、更に地方への展

開も視野に入れた日月会活動を進めていきたいと思います。今

年も日月会へのますますのご支援を賜りますよう、宜しくお願い

します。 

 ［表紙写真］
co-toiro主催のイベント「廃材を使って夏休
みの宿題DIY」。私道を使って、大人も子ども
も夢中に工作する。

 ［編集後記］
今号では、前任の編集担当・尾内志帆さんが

本誌Vol.13の時に企画した特集の続編を掲
載しました。ムサビケンチクの先輩や後輩、同

期の仲間たちが、どのような本を読み、自分

自身の「建築」をつくっていったのかをぜひ覗

いてみてください！ さまざまな年代のさまざま
な職能の方たちが読んだ本から、何かの気づ

きや新たな出会いが生まれれば嬉しい限りで

す。［JT］
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上・下：「マイ看板建築トートバッグを作ろう」ワークショップの様子。

「夜塾 Vol.0」懇親会の様子。

「日月会建築賞」受賞者・審査委員による記念
撮影。

石井大吾 Ishii Daigo
事務局長 ［37期］

小津誠一 Kozu Seiichi
日月会会長 ［23期］

ロイヤルアネックスの住人たち。

「co-toiro」の住居部分、「コトイロの家」。

るという認識を持ってもらうことができ、今後看板建

築を建築空間として活用することへの弾みとなりまし

た。また、どこの地域にも言えることだと思いますが

地元の人にとっての当たり前が、外の人間にとっては

とても魅力的に映ることが多 あ々ります。そして、それ

らのものは外の人間に評価されることで、地元の人

たちの誇りとなっていくものだと考えています。まだ始

まったばかりではありますが、今後も看板建築を基

軸に計画を走らせつつ、“よそ者の視点から魅力的な
地域の在り方”を探り続けていきたいと思います。


